














































2 - 3 ．創作ダンスのグループ創作および発表までの授業展開






































































































































































3 - 4 ．主体性
主体性は活動全体を促進するために必要とされる態度である。これについては、自分から考え、動く
ことの大切さや難しさを指摘した記述が多く見られた。また、創作過程のみならず創作後の展開をも含
めた学習プロセスへの指摘が見られた。
【主体的に動くことの大切さ】
・どんなものがあるか自ら興味を持ち、知ることが大切。
・ダンスは、自分で考え、主体的、積極的に取り組まないと身につかない。
・受身になるのではなく自分から参加することで踊りに気持ちが込められるし、より良い表現になる。
・相手に気持ちを伝えるためには自分が主体的に多くの人とコミュニケーションを取るべきである。
・より良い作品にするためには、まず自分で考え、その後にグループで話し合って協力していくことが大切。
・良い作品を作るためには、一人ひとりが積極的に活動に参加し、意見交換しあったり指摘しあったりする
必要がある。全員が能動的になって作品を作ることが大切。
・主体的に動くことにより新しい考えを持つことができたり、より高い完成度のダンスを創り上げることが
できたりするということを学んだ。
・一人ひとりが主体的に考え、他者と協力して一つの作品を作ることが大切。受け身では創作活動は進まな
い。
・他者とのかかわりを大切にすることが主体性につながる。
・学生がすべてを行うことによってグループ内で学生同士が活発に自分たちの意見を言い合うことができ、
協力し合って一つの作品を完成させることができる。
【主体的に動くことの難しさ】
・ダンスの創作で最も難しかったのが主体的になること。その要因は経験の少なさ、知識の少なさ、技能の
低さだろう。
・（グループの人間関係により）なかなか積極的に意見を言おうとしないことがあった。言いづらさ、伝え
にくさがあったのだと思う。
・うまくできない人は、仲間に助けてもらう形でもよいので積極的に参加していく姿が大切。
・音楽やテーマを決めて進めていくうちに、少しずつ一人ひとりから意見が出るようになっていった。
・経験者に頼るのではなく、気になったことは話し合い、解決することが大切。
【創作後の展開における学習プロセス】
・自分たちで作った作品を発表し、評価することで自分たちの踊りはどうだったかなどを振り返るきっかけ
になり、次はこうしたらもっと良くなるのかなどを考えるようになる。
4．考察
ダンスをゼロから創作する活動は、新しい学習指導要領が示す資質・能力の要素のうち、「知ってい
ること・できるところをどう使うか」そして、「どのように社会・世界と関わり、より良い人生を送るか」
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創作ダンスの作品創作および発表の過程において学生は何を学ぶか
に合致する学習活動が多く含まれると考えられる。そして活動の際に最も必要となるのが意見交換、提
案、取捨選択、合意形成の能力であろう。この点についてはほとんどの学生がその重要性を指摘した。
ダンス創作は「つくる」から始まる。続いて「おどる」、最後に「発表する・観る」である。学生の
記述からは、いずれの活動においても思考し判断を行っていたことを読み取ることができた。このこと
から、学生は作品創作には多くの意見やアイディアが必要であり、そこから何を選択するかの判断が重
要であることを学んでいたことが推察された。さらに思考や判断を繰り返していたことも伺えた。した
がって、思考と判断を繰り返し続けることがより良い作品創りにつながることを学び取ったと考えられ
る。またダンスの特色である身体表現に関する記述からは“何が良い動きか”を判断する視点が養われ
たのではないかと考えられた。つまり、技術的に優れているかどうかよりも、大きく表現すること、身
体や表情で豊かに感情を表現できること、伝えたい思いを強く持っていること、その人らしい表現が表
出されることが“良い動き”として大切であると理解したのではないかと考えられる。これらは観てい
る人に対する表現の観点である。一方、自分の意見を主張できることについても重要性が指摘された。
これは、一緒に活動する仲間に対する自己表現能力を併せ持つ必要性の指摘である。表現の観点におけ
る 2つの視点からの指摘からは、一つの学びから他の事柄への学びにつながる期待もダンス創作活動か
ら得られる可能性を示すものと考えられる。さらに、これらの活動を充実させたり促進させたりするた
めに仲間との協働、互いに認め合うことや理解しあうこと、主体的に取り組むことの重要性が指摘され
た。これは現行学習指導要領のダンス領域における「態度」に求められていることであり、実際に体験
したことがその理解を深める助けとなるであろう。ところで、創作活動の前半では意見が出ず話し合い
がなかなか進まない様子が見られることがあった。これに対して、主体的に取り組むことの難しさの要
因として、グループの人間関係、ダンスの経験の少なさ、知識の少なさ、技能の低さを指摘した意見が
見られた。その一方で、主体的になれない仲間への手助けの方法や必要性を指摘した意見も見られ、う
まくいかない経験からグループワークを活発化させる視点や方法を自分なりに見つけ出すことができた
学生もいると推察される。
これらの視点はダンスの特徴を踏まえた授業づくりに役立つものと思われる。したがって、これらを
学生にフィードバックし、さらに自分たちで検討を加えさせることにより、よりよい手立てを導き出す
ための一助となるのではないかと考えられた。
5．さいごに
ダンスが学習者に本当の意味での価値を与えるのは、一人ひとりが自己を他者に開示し、自己表現が
実現されたときではないかと考える。心身が満たされ、達成感が自信に変わり、集団の中での自分の存
在を意味あるものとして捉え、他者の存在を尊重するようになる。この最終目的地に到達するためには
ある程度の時間を必要とするが、その過程で教師が学生とともに一つ一つのステップを登っていくこと
が必要となる。課題解決型ダンス授業では、1時間の中で教師主導から徐々に生徒主体へと転換してい
く授業展開が求められる。教師主導の場面では合理的な授業展開、つまり、授業間のつながりを重視し、
授業内においては意図的なスモールステップを組み立てるようにすることが重要である。一方で学生主
体場面では活動促進のための介入が重要となる。学生の活動の停滞部分を読み解き、解決の方向性を示
したり選択肢を限定する（もしくは与える）ようなアドバイスが求められるであろう。
本稿で報告した学生が学び得た内容は、受講する者としての視点である。したがって、これらのこと
を学生が教師の立場として改めてインプットし、指導としてアウトプットされることが求められる。
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